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関西スタートアップアカデミア・コアリション -KSAC-

関西圏の大学や、産業界・金融機関・自治体等70以上の機関が参画し、地域や組織を超えて連携しなが

ら人材・研究課題・資金の好循環をつくり、関西における起業家の裾野拡大や大学発スタートアップの連

続的創出により、世界に伍するスタートアップ・エコシステムの構築をめざすプラットフォーム。

26 大学学

京都大学 大阪大学 神戸大学 京都工芸繊維大学 奈良先端科学技術大学院大学

奈良女子大学 滋賀大学 滋賀医科大学 京都府立大学 京都府立医科大学 大阪

公立大学 兵庫県立大学 奈良県立医科大学 京都産業大学 京都女子大学 京都

精華大学 京都先端科学大学 同志社大学 立命館大学 龍谷大学 大阪工業大学

関西大学 近畿大学 関西学院大学 甲南大学 長浜バイオ大学

１３ 産業界
関西経済連合会 関西経済同友会 京都経済同友会 京都商工会議所 大阪商工会

議所 神戸商工会議所 京都産業21 京都高度技術研究所 国際電気通信基盤技術

研究所 中小企業基盤整備機構 LINK-J NTT西日本 三菱商事
産

２２ 金融機関

三井住友銀行 三菱UFJ銀行 みずほ銀行 りそな銀行 京都銀行 池田泉州銀行

みなと銀行 関西みらい銀行 京都中央信用金庫 京都信用金庫 三井住友海上

京都iCAP OUVC 日本ベンチャーキャピタル SMBCベンチャーキャピタル 三菱

UFJキャピタル 京銀リース・キャピタル 池田泉州キャピタル 中信ベンチャーキャ

ピタル 京信ソーシャルキャピタル グローバル・ブレイン ジャフコグループ

金

１１ 自治体
京都府 京都市 大阪府 大阪市 堺市 兵庫県 神戸市 滋賀県 奈良県 関西広域

連合 関西文化学術研究都市機構官

２ 事務局大阪産業局 京都知恵産業創造の森

About KSAC
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2事業内容

起業活動支援 起業家人材育成 起業環境整備 エコシステム形成

JST採択事業：大学発新産業創出基金事業 スタートアップ・エコシステム共創プログラム（2024.1-2028.3）

スタートアップ創出プログラムの構築・運営 スタートアップ・エコシステムの構築に向けた環境整備

 研究開発費（事業化に向けて、研究機関の研究成果

と事業化の間を埋めるため、ビジネスモデルのブ

ラッシュアップ、試作品製作、仮説検証のための

データ（実験結果、計算結果）等の整備を進める資

金＝「GAPファンド」）の助成

 起業支援人材によるハンズオン支援

 経営者候補人材供給機能の構築

 海外拠点の開設やスタートアップの海外展開を支

援するための国際展開機能の強化

 プラットフォーム内外での連携強化

 プラットフォームの持続可能な運営を目的とした自

走化の仕組み作り

 起業に向けた大学等のルール・規程の整備

研究成果展開事業 社会還元加速プログラム（SCORE） 大学推進型（2021.4-2022.3）

研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム（START） 大学・エコシステム推進型（2021.11-2025.3）
JST採択事業：
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3KSAC-GAPファンドの特徴

スタートアップの創出を目指した研究開発は、新しい現象の発見等を目指す基礎研究とは異

なり、スタートアップの設立に向けた事業化の観点からの研究開発が必要になり、さらに研

究開発だけではなく、事業開発も必要となります。KSAC-GAPファンドでは、基礎研究の成

果からスタートアップ創出に至るまでの事業開発研究開発を２つのステップに分けて考えて

います。

ステップ１ ステップ２

応用研究 概念実証 スタートアップ組成

対象

基礎研究の成果について、

ビジネスとしての可能性を

評価できる段階まで引き上

げることを目指す。

ビジネスとしての可能性の

評価と実証（PoC）を行い、

起業にあたってのクリアす

べき課題の解決を目指す。

概念実証の取組に加え、大

学等発SUの組成とVCが

投資判断できるレベルに向

けて、PoCを継続して実施

する。

プログラム

 KSAC-GAP VI

 KSAC-GAP PSF

 KSAC-GAP OD

 KDAC-GAP BCB

 KSAC-GAP PMF

ステップの定義
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4各ステップの終了時点で達成されているべき達成目標例



Copyright Ⓒ 2024 KANSAI STARTUP ACADEMIA COALITION . All Rights Reserved.

5

ステップ１
支援期間：１年間

ステップ2
支援期間：2年間

KSAC-GAPファンドでは、基礎研究の成果からスタートアップ創出に至るまでの事業開発と研究開発を２つ

のステップに分けて構成。

ステップ１：基礎研究の成果についてビジネスとしての可能性を評価できる段階まで引き上げることを目指す。

ステップ２：ビジネスとしての可能性の評価と実証（PoC）を行い、起業にあたってクリアすべき課題の解決を

目指すことに加え、大学等発スタートアップの組成とVCが投資判断できるレベルに向けて、PoC

を継続して実施する。

※ 上記表中下段の数字は今回の公募における採択予定件数

KSAC-GAP PMF

６,０００ 万円
（初年度３,０００万円）

有望市場の中で十分

な競争力を確保でき

るか否かの検証を中

心に、VCが投資判断

できるレベルにまで

起業に向けた課題の

解決を目指す

５ 件

Idea Verification Problem Solution Fit Product Market Fit

KSAC-GAP IV

５００ 万円

大学技術シーズに

基づくプロダクト

コンセプトをもと

に、顧客の具体的

ニーズの存在検証

に取り組む

１５ 件

KSAC-GAP OD

１,０００ 万円

５ 件

海外での市場ニーズが十

分な確度をもって予想さ

れており、起業当初から海

外での事業展開を目指す

KSAC-GAP PSF

１０００ 万円

１０ 件

顧客ニーズの存在

を認識しているが、

大学技術シーズが

ソリューションとし

て有効か否かの十

分な検証を行う

KSAC-GAP BCB

１,０００ 万円

５ 件

将来の社会課題を解決す

るビジネスモデルの輪郭

が定まっており、必要とさ

れる技術の選択・組み合

わせの検証を行う

Science Push 
型

Market Pull 
型

社会課題解決型

海外展開型

事業化フェーズ

募集概要 ２ステップ計５プログラム
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6審査項目および主な着眼点

審査項目 主な着眼点

明確なマイルストン設定

 基金事業が想定するマイルストンが適切に設定されているか

 募集するプログラムごとに想定するマイルストンおよび達成目標が設定され

ているか

技術シーズ・知財の状況

 新規性、独創性はあるか

 技術開発力、実現可能性に問題はないか

 知財戦略は適切か

事業性

 ビジネスモデル（想定する商品、サービス、顧客等）は具体的か

 マーケットインする市場の規模、成長性、獲得見込みのシェア

 事業化までのプロセス（事業計画、資金計画）は妥当か

終了時点での目標達成に向

けた実施体制

 研究開発課題を研究開発面、事業化面ともに着実に進められる体制が構築

できているか

競合分析

 技術シーズに関して、競合技術に対する優位性は見られるか

 事業において、競合他社に対する優位性は見られるか、また、差別化は図ら

れているか

ソーシャルインパクト

 社会、経済にインパクトを生み、国際展開を含め事業成長するポテンシャル

を有しているか

 社会に対して新たな価値の創造につながっているか

 SDGsやカーボンニュートラルなど、社会課題の解決に資する提案となって

いるか（社会貢献性等）
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Idea Verification Customer Problem Fit Problem Solution Fit Product Market Fit Transition to Scale事業化フェーズ

SU創出プログラム

（KSAC-GAP）

STEP1 STEP2

KSAC-GAP-IV

KSAC-GAP-PSF

KSAC-GAP-PMF
KSAC-GAP-OD

KSAC-GAP-BCB

その他

起業支援プログラム

参画大学ごとの起業支援プログラム

研
究
開
発
資
金
支
援

JST/NEDOなど大型支援

自治体が実施している各種補助金等

V
C
に
よ
る
投
資
・
「
起
動
」
へ
の
接
続

大学による支援

PFによる支援

起業支援人材によるハンズオン支援

 起業案件の発掘

 研究開発課題の進捗管理

 事業化推進機関と協力した事業化推進活動 etc.  

 起業支援体制構築支援

 試作品等製作支援

 国際展開支援  

 スタートアップ関連規程整備支援

 特許申請費用支援

 経営者候補人材等事業化支援人材供給

 経営者候補人材育成

 DemoDay/Follow-up DemoDay開催 etc.

事
業
化
支
援

協力機関/自治体

による支援
士業など専門家サポートへの接続/事業会社の紹介/金融機関による創業支援  etc.

起業支援の全体像
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8公募スケジュール

募集開始 令和６年３月２１日（木）

オンライン公募説明会

第１回 ：令和６年４月１０日（水） 12:00-13:00

第２回 ：令和６年４月１1日（木） 18:00-19:00

第３回 ：令和６年４月１２日（金） 18:00-19:00

説明会の内容はすべての回において同じものとなります。

申請書等提出期限 令和6年5月24日（金） 正午 【厳守】

一次審査（書面審査） 令和6年6月下旬頃～令和6年7月中旬頃

二次審査（面接審査） 令和6年8月中旬頃

採択結果（内定）の通知 令和6年8月末頃

プログラム開始 令和6年10月1日（予定）

※ 一次審査を通過した研究代表者には、二次審査のスケジュールおよび面接審査資料作成・提出について別

途通知します。

※ 本プログラムにKSACで採択された研究開発課題については、プログラム開始前に所定の研究計画書等

を作成し、JSTに提出する必要があります（詳細は採択決定後にご連絡します）。また、JSTへ提出した研究

計画書等の内容によっては、JSTにより採択が取り消される可能性がございます。
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Appendix
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10プログラム詳細 KSAC-GAP IV

ステップ・種類 ステップ１・通常枠

プログラム名 KSAC-GAP IV：Idea Verification

支援対象課題
大学技術シーズに基づくプロダクトコンセプトをもとに、顧客の具体的

ニーズの存在検証に取り組む研究開発課題

支援対象者
主幹機関もしくはSU創出共同機関の大学等に所属している研究者等も

しくは学生

支援金額（最大） ５００万円

支援期間（最長） １年間

マイルストン

事業化  顧客とマーケットについて検討方法を決めている。

研究開発
 特許の請求項が想定できている。

 サービスの内容と顧客ニーズとの対応との検討ができている。

達成目標

事業化

 マーケットの規模が見積もれている。

 数件のヒアリングを終え、顧客のペイン・ウォンツを把握している。

 経営者候補人材に求められるスキル・ネットワークが明らかになって

いる、あるいは適性が判断される。

 研究開発の成果が事業化・社会実装についてポテンシャルを有してい

るのか判断できている。

研究開発
 プロトタイプの製作に目処が立っている。

 特許出願あるいは出願準備が完了している。



Copyright Ⓒ 2024 KANSAI STARTUP ACADEMIA COALITION . All Rights Reserved.

11プログラム詳細 KSAC-GAP PSF

ステップ・種類 ステップ１・特別枠

プログラム名 KSAC-GAP PSF：Problem Solution Fit

支援対象課題
顧客ニーズの存在を認識しているが、大学技術シーズがソリューションと

して有効か否かの十分な検証を行う研究開発課題

支援対象者 主幹機関もしくはSU創出共同機関の大学等に所属している研究者等

支援金額（最大） １０００万円

支援期間（最長） １年間

マイルストン

事業化  顧客とマーケットについて検討方法を決めている。

研究開発
 顧客のペインに対応したプロダクトやサービスのブループリントが想

定できている。

達成目標

事業化

 マーケットの規模が見積もれている。

 数件のヒアリングを終え、顧客のペイン・ウォンツを把握している。

 経営者候補人材に求められるスキル・ネットワークが明らかになって

いる、あるいは適性が判断される。

研究開発

 MVP（Minimum Valuable Product）の検討を終えている。

 優先権主張出願等により応用特許を含め、幅広く権利化できている

か。
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12プログラム詳細 KSAC-GAP OD

ステップ・種類 ステップ１・特別枠

プログラム名 KSAC-GAP OD：Overseas Deployment

支援対象課題
海外での市場ニーズが十分な確度をもって予想されており、起業当初か

ら海外での事業展開を目指す研究開発課題

支援対象者 主幹機関もしくはSU創出共同機関の大学等に所属している研究者等

支援金額（最大） １０００万円

支援期間（最長） １年間

マイルストン

事業化
 国際展開の合理性について判断すべき点を洗い出している。

 顧客とマーケットについて検討方法を決めている。

研究開発
 顧客のペインに対応したプロダクトやサービスのブループリントが対

象地域に沿った内容であることが検討されている。

達成目標

事業化

 マーケットの規模が見積もれている。

 数件のヒアリングを終え、顧客のペイン・ウォンツを把握している。

 経営者候補人材に求められるスキル・ネットワークが明らかになって

いる、あるいは適性が判断される。

 事業開発を推進する責任者が絞り込まれている。

 ステップ２以降のマイルストンの想定ができている。

研究開発
 プロダクトあるいはサービスの最初のインタビューを終え、顧客エン

ゲージメントを得ている。
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13プログラム詳細 KSAC-GAP BCB

ステップ・種類 ステップ１・特別枠

プログラム名 KSAC-GAP BCB：Back-Casted Business

支援対象課題
将来の社会課題を解決するビジネスモデルの輪郭が定まっており、必要

とされる技術の選択・組み合わせの検証を行う研究開発課題

支援対象者 主幹機関もしくはSU創出共同機関の大学等に所属している研究者等

支援金額（最大） １０００万円

支援期間（最長） １年間

マイルストン

事業化
 社会課題へのアプローチについて他の方法に対する優位性の検討をしている。

 顧客とマーケットについて検討方法を決めている。

研究開発
 社会課題解技術開発のロードマップを想定できている。

 特許の請求項が想定できている。

達成目標

事業化

 マーケットの規模が見積もれている。

 数件のヒアリングを終え、顧客のペイン・ウォンツを把握している。

 経営者候補人材に求められるスキル・ネットワークが明らかになっている、あるいは

適性が判断される。

 事業開発を推進する責任者が絞り込まれている。

 ステップ２以降のマイルストンの想定ができている。

研究開発

 性能の検証が行われ、プロダクトやサービスの競争優位性が検証され、顧客イメージ

につながっている。

 特許出願あるいは出願準備が完了している。
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14プログラム詳細 KSAC-GAP PMF

ステップ・種類 ステップ２・通常枠

プログラム名 KSAC-GAP PMF：Product Market Fit

支援対象課題

有望市場の中で十分な競争力を確保できるか否かの検証を中心に、VC

が投資判断できるレベルにまで起業に向けた課題の解決を目指す研究

開発課題

支援対象者 主幹機関もしくはSU創出共同機関の大学等に所属している研究者等

支援金額（最大） 6０００万円（初年度３０００万円）

支援期間（最長） 2年間

マイルストン
事業化  ビジネスモデルおよびロードマップの検証を終えている。

研究開発  MVP（プロダクト）の規格を決定している。

達成目標

事業化

 特許のクリアランス調査を終えている。

 競合調査を実施している。

 MVP（プロダクトやサービス）がアーリーアダプターに適合しているこ

とを検証している。

研究開発
 MVP（プロダクト）の性能の検証を終えている。

 MVPの改善が行われている、あるいは早期のピボットを終えている。
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15問い合わせ先

京都大学 成長戦略本部

エコシステム構築領域

Mail:venture-incubation02@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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